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１ 本時の目標 

・自分たちの対話の実態を確認することを通じ，どのように対話をしていけばより考えを深めることが

できるのかを考え，モデルを用いて今後の対話が充実するように意識できるようにする。 

 

２ 本時の展開 

学習活動 
○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 単元の確認と

本時のめあてを

たてる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自分たちの対

話の様子を文字

に起こした資料

を基に，どのよ

うな対話をして

いるのか捉え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実態を調べて

わかったことを

交流する。 

 

 

 

○グループでの学習について，みなさんに以前

アンケートを取りました。その結果です。 

・グループの学習で考えが深まるという結果が

出てるね。 

・でも考えを深めるための話し合い方は分から

ないという人が多い様子も見られるよ。 

○これはみなさんの授業の様子です。何をして

いる場面ですか？ 

・グループで調べたことを話し合っている。 

・社会の授業の様子だね。 

・話し合いはしているようだけど，深まってい

る感じがしないな。 

・どうしたらもっと話合いで考えを深められる

のかな。 

 

 

○話し合うことで考えを深めることができると

多くの人は思っているようですが，どうした

ら考えを深める話し合いになるかが分からな

い人が多いようです。実際にみんなはどのよ

うに話し合いをしているのでしょうか。みん

なが話し合っていた時のあるグループの記録

です。このグループの対話の内容を 3 種類に

色分けして調べてみましょう。 

・多くが調べてわかった事実だね。 

・教科書の内容をそのまま話すことが多いよう

だ。 

・同じ内容を何人かの人が話しているよ。 

・考えた意見が対話の中であまり見られない。 

・他の人の意見に付け足すやりとりが見られな

いな。意見を交流するだけで終わってるね。 

 

 

○対話で自分たちの考えを深めていくためには

何が必要ですか。 

・ただ調べたことを話すだけではなく，そこか

ら考えたことを話していくことが大切だ。 

・同じ意見だけでなく，違う視点から意見を言

うことも必要だね。 

◆スライドを用いて自分たち

の対話の実態を確認できる

ようにする。 

◆グラフを基に課題を共有し

たうえでグループの対話に

着目するよう視点を与え

る。 

◆自分たちの授業の様子を写

し，対話場面を想起できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

●特定のグループの話し合い

の様子を提示することで，

自分たちの実際の話し合い

の様子を客観的にとらえ，

改善を考えることができる

ようにする。 

◆提示したグループの話し合

いを否定するのではなく，

よりよくするためにどうし

たらいいのか，という視点

から調べるように伝える。 

●対話の内容を調べてわかっ

た事実，事実を基に考えた

内容，その他の 3種類に色

分けすることで，視覚的に

判断できるようにする。 

 

●調べてわかったことは事実

を基にしないと考えられな

いことを確認することで，

考えを深める発言だけが重

要ではないこと理解できる

ようにする。 

考えを深める対話の在り方を考えよう。 
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３ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ モデルを配布

し，どのような

話し合いをする

ことが有効か話

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の学習で

利用することを

伝える。 

 

・調べてわかった事実も話し合わないと，考え

ることはできないから，これも大切にしたい

ね。 

○もっと事実を基に考えることを話し合うこと

ができるようにするために，話し合う時の視

点を明確にしましょう。 

○考えを深めるためには，どのような聞き方を

していけばよかったと考えますか。 

・『◇◇ということがわかりました。ここからど

んなことが考えられますか。』『□□という意

見を聞いて，付け足しや新しく考えたことは

ありませんか。』『なぜ□□のようにするとよ

いのですか。』といったやり取りができたら考

えられたのではないかな。 

・『みんなの意見をまとめると，◎◎◎◎という

ことがいえるのではないかと考えます。』とい

う考え方をすることも必要だね。 

 

○このモデルを使って自分たちで考えを深めら

れるようにしていきましょう。これから生か

したいことを振り返りに書きましょう。 

 

 

 

 

◆課題を確認したうえでモデ

ルを配布する。 

◆司会者用と話し手用の二つ

の面があることを伝える。 

◆話し合う内容や場面によっ

て，対話の在り方が変わる

ことをモデルを例に示しな

がら説明する。 

●自分たちの対話を深めるた

めにどんな視点があったら

より良かったのかを考える

ことで，実際に使う場面を

イメージできるようにす

る。 

 

【関心・意欲・態度】 

考えを深めるためにどのよう

な対話を展開していけばよい

か考えている。 

（ワークシートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えを深める対話の在り方を考えよう。 

 

名札 名札 

名札 

・多くが調べてわかった事実だね。 

・教科書の内容をそのまま話すことが多いようだ。 

・同じ内容を何人かの人が話しているよ。 

・考えた意見が対話の中であまり見られない。 

・他の人の意見に付け足すやりとりが見られないな。意見を交流す

るだけで終わってるね。 

 

 

  

 

 

 

話し手 話した内容 

先生 秀吉の行った政策にはどんな意味があるのか，調べて分かったことを基に

グループで考えましょう。 

Dさん 前僕やったから Aさんからどうぞ。 

Aさん 

 

えっと，他の大名と一向宗の仏教勢力をおさえて天下統一を成し遂げたこ

とと，大阪を中心とした物資の流れをつくって金や銀の鉱山を支配したり

することで収入を確かにした。平定した国々の検地を行い，田畑の広さや

土地のよしあし，耕作している人物などを調べて天下統一を目指した。 

Cさん すご～い。 

Bさん （拍手） 

Aさん 前半しかできなかった。 

Cさん （Bさんに発表の順番を促す） 

Bさん 

 

金や…銀の鉱山？を支配したりすることで莫大な財力をたくわえて… 

え～っと～，海外にも，天下統一した秀吉は海外にも目を向けて中国を征

服しようとして二度にわたって大軍を送りました。 

Cさん え～っと～，大阪を中心とした物質（ぶっしつ）？ 

Bさん ん～，物資（ぶっし） 

Cさん 

 

物資（ぶっし）の流れを作ったり金や銀の鉱山を支配して莫大な財力を蓄

えて，田畑を広さやよしあしを調べて，耕作している人物も調べて，収入

を確かなものにした。 

Dさん 

 

ばくだいな？ばくだいな財力を蓄えたことはよかった。 

（まとめると秀吉は）資金化した？ 

ABCさん あ～。 

Bさん 資金化か～。 

先生 時間です。前を向きましょう。 

豊臣秀吉の行った政策には，どのような意味があるのだろう。 〈本時の問い〉 

〈予想〉 ・戦いを避けようとした。 ・農業を大切にしようとした。  ・外国に目を向けた。 

 

グループの対話の内容を次のように色分けしよう。 

・資料から分かったこと・・・青色 

・分かったことを基に考えたこと・・・赤色 

・それ以外・・・黄色 

・ただ調べたことを話すだけではなく，そこから考えたことを話し

ていくことが大切だ。 

・同じ意見だけでなく，違う視点から意見を言うことも必要だね。 

・調べてわかった事実も話し合わないと，考えることはできないか

ら，これも大切にしたいね。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・○○について調べることができなかった人はいますか。 ・途中までしかできなかった人はいますか。  

・どのような解き方で考えましたか。  ・同じようなことを[調べた人・解き方をした人]はいますか。  

・他にどんなことがわかりましたか。  ・同じところ（資料）から違う見方をした人はいませんか。  

・☆☆さんはこの資料からどんなことを見つけましたか。  ・☆☆さんの意見は●●●ということでいいですか。 

 

 

 

＜調べてわかったことがたくさん出てきた上で＞ 

・特に大切なことは何かしぼっていきます。 

・出てきた意見を大事な順に並べ替えます。 

・特に大事なのはどの意見ですか。 

・なぜそれが大事だと思ったのですか？ 

・○○と●●という意見があります。どちらの意見がより

よいか，それぞれのよさを考えましょう。 

・どちらも大事で意見がわかれているので，一度他の意見

に目を向けてみます。 

 

 

＜様々な考えや意見が出てきた上で＞ 

・☆☆さんは・・・まで考えていましたが，この考えをつ

なげられますか？この先どう考えたらいいですか？ 

・◇◇ということがわかりました。ここからどんなことが

考えられますか。 

・□□という意見を聞いて，付け足しや新しく考えたこと

はありませんか。 

・なぜ□□のようにするとよいのですか。 

・●●という見方ができる，という意見が出ました。この

意見について賛成や反対，疑問はありますか？ 

・☆☆さんと★★さんは，◆◆という点は同じですが，◇

◇ということでは違いがありました。この違いについて

どう思いますか。 

様々な情報や意見からしぼったり，優先順位を付ける時 わかったことや考えたことに意見をつなげる時 

調べてわかったことや考えを出し合う時 

 

・これから○○について話し合います。・○○についての考えを出し合います。 

話し合いを始める時 

 

・●●●●と○○○○についてそれぞれ

の立場の意見を聞きたいと思います。 

・☆☆さんはなぜ●●●●と考えるので

すか。 

・★★さんは○○○○と考えています

が，今の意見を聞いて納得できるとこ

ろはありますか。 

・★★さんはなぜ○○○○と考えるので

すか。 

・それぞれの意見について質問したいこ

とや疑問に思うことはありませんか。 

 

対立している意見について討議する時 

 

【全員が発言できるように】 

・☆☆さんは今の意見についてどう思い

ましたか。 

・意見が出ないようなので，司会ですが

私の考えを発表します。 

【意見をつなげることができるように】 

・同じような考えはありますか。 

・みんな賛成ですか。 

【疑問や途中までの考えを大切に】 

・意見を聞いて疑問に思ったことや確認

したいことはありませんか。 

・どこまで考えられましたか。 

・どこで悩んだか話してください。 

【理解できているのか確かめるように】 

・☆☆さんの意見を確認したいのです

が，★★さん説明できますか。 

・同じ意見と考えてもよいですか？ 

意識しよう！話し合いを深める視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・○○の[資料・結果]を見てください。ここから□□ということが読み取れました。 

・☆☆さんと同じ[資料・結果]から，私は■■ということがわかると思いました。 

・◇◇の学習から□□ということがわかっているので，そこから●●●●と考えました。 

・まず・・・次に・・・だから・・・となると考えました。 

・わたしは～～だと思います。その理由は・・・・・・だからです。 

・最後まで考えをまとめることはできなかったけど，●●●●というところまで考えました。 

・違う視点から考えました。●●の[資料・結果]からは■■ということがわかると考えました。 

 

 

＜調べてわかったことがたくさん出てきた上で＞ 

・私は特に●●という意見が大事だと思います。なぜな

ら・・・と考えたからです。 

・☆☆さんと同じように●●が特に大切だと思います。理

由は少し違って～～だからです。 

・□□の方が大切だと思います。・・・という見方もいいと

思いますが，～～という視点はもっと重要です。 

・◆◆という意見は思いつきませんでした。でも，◇◇と

いうことを考えると，あまり重要ではないと思います。 

・●●と◆◆について考えました。～～という視点から●

●の方が大切ではないかと思います。 

 

 

＜様々な考えや意見が出てきた上で＞ 

・☆☆さんの●●ということから考えました。 

・☆☆さんはなぜ□□と考えたのですか。 

・□□という意見と●●という意見を併せると，◆◆とい

うことがいえるのではないかと思います。 

・わたしも□□と考えました。それは，～～だからです。 

・☆☆さんとは見方が少し違います。●●は同じですが，

○○ということも考えられるのではないかと思います。 

・みんなの意見をまとめると，◎◎◎◎ということがいえ

るのではないかと考えます。 

 

様々な情報や意見から絞ったり，優先順位を付ける時 わかったことや考えたことに意見をつなげる時 

調べてわかったことや考えを出し合う時 

 

自分の考えや意見はしっかりもとう。どこまで考えたかをしっかり伝えよう。 

話し合いを始める前に・・・ 
 

・私は●●●●と考えます。その理由は

～～だからです。 

・●●●●と考えています。～～という

考え方もできるからです。 

・今までの学習を振り返ると，□□とい

うことがわかっているので，●●●●

と考えられます。 

・●●●●という考えの～～の部分は納

得できます。しかし，◇◇という視点

では○○○○という考えの方がよい

と思います。 

・■■という立場では□□という視点が

弱いのではないかと思います。そこは

どう考えますか。 

・□□と考えることができるという意見

に納得できました。でもそうする

と・・・ということも考えられるので

はないでしょうか。 

対立している意見について討議する時 

 

【理由を明確にするときに】 

・だから・・・と思います。   

・なぜなら・・・といえるからです。 

【言い換えたりまとめたりするときに】 

・つまり・・・だと考えます。 

・それは・・・と考えられます。 

【考えを広げる時に】 

・○○ということは●●とも考えられま

す。 

・○○という他にも●●という考え方も

できるのではないでしょうか。 

使ってみよう！話し合いを深める言葉 

・意見は簡潔に，要約して話す ・意見を否定しない   ・共通点や相違点を考えながら聞く  

・一人でずっと話さない    ・最後まで話を聞く   ・決められた時間内に話す 

注意！！ 


